鹿児島大学病院歯科麻酔科における8年間の全身麻酔症例の検討
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［緒言］我々は、1997年4月より2005年3月までの8年間に、鹿児島大学病院歯科麻酔
科において施行された全身麻酔症例について、麻酔記録を集計し、検討を加えたので報告

する。

［方法］鹿児島大学病院歯科麻酔科にて最近8年間に施行された全身麻酔症例に対し、
性別、年齢、手術内容、術前基礎疾患、前投薬、挿管方法、麻酔方法、術中合併症の
各項目に関して統計的観察を行い検討した。

［結果］全身麻酔症例は3008例で年間平均376例であった。性別は男性が53.2％、女性
が46.8％であった。年齢は生後2ヵ月から90歳まで、幅広く分布しており、10歳未満が
25.7％で最も多かった。術前基礎疾患としては高血圧症が10.2％で最も多く、次いで肥満
が8.3％を占めた。前投薬はスコポラミンとペンタゾシンの組み合わせが最も多く71.2％
であった。挿管方法は経鼻挿管が56.9％、経口挿管が40.8％、気管切開が2.0％であった。
麻酔方法ではGOSが60.7％、GOIが13.5％、プロポフォール18.3％、NLAが3.6％、
NLA＋プロポフォールが3.4％であった。術中合併症としては、不整脈が19.0％で最も
多く、ついで低血圧14.5％、高血圧11.6％、低酸素症9.2％の順であった。

［考察］当科では、幅広い年齢層に対し全身麻酔を施行しており、術前合併症も多岐に
わたっていた。特に、高血圧症と肥満が多かった。また、口唇形成・修正術、口蓋形成術、
腸骨移植術、外鼻修正術、外科矯正術、咽頭弁形成術などの唇顎口蓋裂症例に対する手術
が30.7％と、全症例の3割以上を占めたことが特徴的であった。
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